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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
呼
び
か
け
は
、
ズ
ン
ダ
ー
マ
ン
（Prof. D
r. W

.

Sunderm
ann

）
と
ツ
ィ
ー
メ
（D

r. P. Ziem
e

）
の
連
名 

に
よ
る
書
簡
で
あ
っ

た
。
「
つ
い
最
近
私
た
ち
す
べ
て
は
、
深
い
悲
し
み
を
も
っ
て
、
ア
ン
ネ
マ

リ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ガ
バ
イ
ン
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
彼
女
も
望
ん
だ
よ
う
に

私
た
ち
は
、
古
代
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
、
ク
チ
ャ
か
ら
ト
ル
フ
ァ
ン
、
あ

る
い
は
コ
ー
タ
ン
か
ら
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
に
及
ぶ
、
言
語
と
テ
キ
ス
ト
、
資
料
や

美
術
品
、
文
化
と
生
活
を
め
ぐ
る
討
議
を
中
斷
さ
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、“A

nnem
arie von G

abain und die Turfanforschung ” 

の
テ
ー
マ
の
も
と

に
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
貴
殿
が
參
加
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、

ご
案
内
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
大
會
は 

一
九
九
四
年
中
に
行
い
た
い
と
存

じ
ま
す
」
と
。
そ
の
と
き
ツ
ィ
ー
メ
宛
の
私
信
で
適
切
な
題
目
が
見
つ
か
れ

ば
、
是
非
出
席
し
た
い
旨
を
返
事
し
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
ウ
ラ
ロ
・
ア
ル
タ

イ
カ
協
會
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
）
か
ら
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
學
ト
ル
コ
學
と
中
國
佛
教

學
の
教
授
を
退
官
さ
れ
た
哲
學
博
士
、
ガ
バ
イ
ン
女
史
が
一
九
九
三
年
一
月
十

五
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
九
十
二
歳
を
も
っ
て
逝
去
さ
れ
た
訃
報
を
得
て
い
た
。

　
ベ
ル
リ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
た 

ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

グ
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
（B

B
A
W

） 

の
學
術
企
畫
「
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
」
、
い

わ
ゆ
る
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
所
（B

erlin-B
randenburgische

A
kadem

ie
der

W
issenschaften,A

kadem
ievorhaben

 T
urfanforschung. U

nter den L
in-

den 8, D
-10117 B

erlin

）
は
、
か
つ
て
の
プ
ロ
イ
セ
ン
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
で

あ
り
、
ト
ル
フ
ァ
ン
探
檢
隊
収
集
品
の
う
ち
文
獻
資
料
が
所
屬
の
圖
書
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
の
第
一
世
代
は
、
探
檢
を
指
揮
し
た
グ

リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
、
ル
コ
ッ
ク
及
び
古
代
言
語
學
の
ミ
ュ
ラ
ー
と
ト
ル
コ
學

の
バ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
ガ
バ
イ
ン
女
史
は
第
二
世
代
に
あ
た
る
。
い
ま
は
第
三

世
代
と
い
う
べ
き
か
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
の
ト
ル
コ
學
の
ツ
ィ
ー

メ
博
士
、
先
輩
格
の
ズ
ン
ダ
ー
マ
ン
教
授
（
イ
ラ
ン
學
）
を
は
じ
め
と
す
る
研

究
所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
な
お
、
ベ
ル
リ
ン
収
集
品
の
研
究
成

果
は
、
一
九
七
〇
年
代
よ
り
「
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
テ
キ
ス
ト
」

（B
erliner Turfantexte

） 

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
今
日
第
十
七
輯
に

及
び
、
續
刊
が
豫
定
さ
れ
て
い
る
。
定
期
刊
行
物
は
一
九
七
四
年
に 

『
古
代

オ
リ
エ
ン
ト
研
究
』
（A

ltorientalische F
orschungen 

）
の
名
稱
で
、
舊
東

ド
イ
ツ
の
古
代
歴
史
考
古
學
中
央
研
究
所
の
出
版
物
と
し
て
始
ま
り
、
二
十
巻

ま
で
續
き
、
二
十
一
巻
（
一
九
九
四
）
か
ら
は
編
集
局
が
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
學

ベ
ル
リ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ン
ネ
マ
リ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ガ
バ
イ
ン
と
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
」

小
　
田
　
壽
　
典

　

一
九
九
四
年
十
二
月
九
日
―
十
二
日

一
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に
移
り
、
當
研
究
所
の
専
刊
で
は
な
く
な
っ
た
。
ガ
バ
イ
ン
女
史
の
業
績
に
つ

い
て
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
學
に
お
け
る
後
繼
者
、
フ
ェ
ー
ン
カ
ー
（W

.

V
eenker

）
と
女
史
直
系
の
ウ
イ
グ
ル
語
辭
書
編
纂
に
取
り
組
む
レ
ー
ル
ボ
ル

ン
（K

.R
öhrborn, G

öttingen

）
に
よ
る
「
ア
ン
ネ
マ
リ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ガ
バ

イ
ン
（
一
九
〇
一
―
一
九
九
三
）」、 U

A
Jb. N

.F. 12

（1993

）
及
び
上
述

ツ
ィ
ー
メ
に
よ
る 

「
ア
ン
ネ
マ
リ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ガ
バ
イ
ン
の
思
い
出
」
、

ZD
M

G
 144-2(1994) 

に
詳
し
い
。
女
史
は
一
九
六
二
―
六
三
年
と 

一
九
七
五

年
に
来
日
さ
れ
、
わ
が
國
の
ト
ル
コ
言
語
學
の
展
開
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
少
な

く
な
い
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
十
二
月
九
日
（
金
）
か
ら B

B
A
W
 

の
本
館
（Jägerstr.

22-23

）
に
お
い
て
始
ま
っ
た
。
日
本
か
ら
は
庄
垣
内
正
弘
、
梅
村
坦
の
ほ

か
、
丁
度
調
査
で
居
合
わ
せ
た
京
都
の
西
脇
常
記
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
參
加
し

た
。
シ
ム
ズ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
、
エ
ン
メ
リ
ッ
ク
、
レ
ー
ル
ボ
ル
ン
、
セ
ル
ト

カ
ヤ
、
エ
ル
ダ
ル
、
ラ
ウ
ト
、
テ
ズ
ジ
ャ
ン
、
マ
ウ
エ
な
ど
、
一
九
八
一
年
の

八
十
歳
誕
生
記
念
ハ
ン
ブ
ル
グ
會
議
で
舊
知
の
間
が
ら
も
多
か
っ
た
。
夕
刻
か

ら
の
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
所
内
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
フ
ェ
ー
ン
カ
ー
の
長
口

舌
が
あ
り
、
途
中
で
ク
リ
ー
ズ
（H

.v.K
ries,B

erlin

）
と
ド
ゥ
ビ
ン
ス
キ
ー

（A
. D
ubinski, W

arschau

）
に
よ
る
ガ
バ
イ
ン
の
思
い
出
話
が
語
ら
れ
た
。

　
初
日
の
講
演
は
、
ツ
ィ
ー
メ
が
ガ
バ
イ
ン
の
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
の
業
績
、
ハ

ザ
イ
（G

. H
azai, N

ikosia

）
は
ト
ル
コ
學
へ
の
貢
獻
を
語
り
、
ト
ン
ゲ
ル

ル
ー
（A
.v. T

ongerloo, L
euven

）
が
、
ガ
バ
イ
ン
の
師
、
バ
ン
グ
（W

illi

B
ang K

aup

）
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
時
代
（
一
八
八
八
―
一
九
一
四
）
を
述
べ
た
。

以
下
講
演
順
位
に
よ
ら
ず
、
テ
ー
マ
に
ま
と
め
て
四
日
間
の
概
略
を
列
記
し
た

い
。
概
し
て
出
土
文
書
の
讀
解
（
新
テ
キ
ス
ト
提
出
ま
た
は
再
研
究
、
言
語
・

文
字
分
析
、
註
解
な
ど
）
に
つ
い
て
最
新
の
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、
個
別
的
研

究
は
一
層
徹
底
し
て
き
た
感
が
あ
る
。

　
ま
ず
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
テ
キ
ス
ト
に
關
し
て
、
マ
ウ
エ
（D

. M
aue,

G
iessen

）
は
「
ウ
イ
グ
ル
語
と
イ
ラ
ン
語
の
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
寫
本
」
諸
斷
片

の
文
字
の
讀
み
方
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
シ
ム
ズ-

ウ
イ
リ
ア
ム
ス
（N

. Sim
s-

W
illiam

s, London

）
は
マ
ウ
エ
と
發
見
し
た
「
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
の
ソ
グ

ド
語
テ
キ
ス
ト
」
の
報
告
で
、
こ
の
ソ
グ
ド
語
表
記
は
、
よ
り
遅
い
時
期
だ
と

明
言
し
た
。
ハ
ル
ト
マ
ン
（J.-U

. H
artm
ann, G

öttingen

）
は 

二
語
併
用
ブ

ラ
ー
フ
ミ
ー
・
テ
キ
ス
ト
（TT. V

III, A
. v. G

abain 1954

）
の
そ
の
後
の
研

究
成
果
で
あ
っ
た
。
ト
カ
ラ
語
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（K

.
T
.
S
chm

idt,

S
aarbrücken

）
が
「
マ
イ
ト
リ
シ
ミ
ト
に
つ
い
て
ウ
イ
グ
ル
・
ト
ル
フ
ァ
ン

寫
本
と
ハ
ミ
寫
本
に
平
行
す
る
ト
カ
ラ
語
寫
本
の
比
較
」
言
語
分
析
を
行
い
、

コ
ー
タ
ン
語
は
エ
ン
メ
リ
ッ
ク
（R

. Em
m
erick, H

am
burg

）
の
「
寺
院
會
計

簿
」
と
マ
ッ
ギ
（M

. M
aggi, R

om

）
の
「Sudanávadána  

刊
行
へ
の
序
論
」

と
題
す
る
再
研
究
が
あ
り
、
ま
た
ヴ
ィ
レ
（K

. W
ille, G

öttingen

）
に
よ
っ
て

「
ト
ル
フ
ァ
ン
収
集
品
の
ヘ
ル
ン
レ
諸
斷
片
」
の
三
十
五
点
の
研
究
動
向
が
述

べ
ら
れ
た
。

　
ト
ル
コ
・
ウ
イ
グ
ル
語
關
係
で
は
、
テ
ズ
ジ
ャ
ン
（S. Tezcan, B

am
berg

）

の
「
古
ト
ル
コ
語
占
書
の
新
し
い
解
釋
」
、
ラ
ウ
ト
（J. P. Laut, M

arburg

）

の
「
ウ
イ
グ
ル
文
十
業
道
譬
喩
鬘
の
ハ
ミ
寫
本
」
、
梅
村
の
「
ビ
シ
ュ
バ
リ
ク

二
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佛
教
廃
寺
に
殘
る
ウ
イ
グ
ル
碑
文
」
、
筆
者
の
「
註
釋
付
き
ウ
イ
グ
ル
文
觀
音

經
斷
片
」
の
他
、
ト
ゥ
グ
ー
シ
ェ
ヴ
ァ
（L

. Ju. T
ugu∑eva, St. Petersburg

）

女
史
に
よ
る
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
所
蔵
の
新
し
い
寫
本
斷
片
の
發
表
が
あ
っ
た
。
内

容
に türki, ötüken, buæuq / boquq 

な
ど
の
用
語
が
み
え
て
興
味
深
く
、
西

突
厥
オ
ン
オ
ク
に
關
す
る
文
書
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
質
疑
が
で
た
。
休
憩
中

に
ト
ゥ
グ
ー
シ
ェ
ヴ
ァ
の
席
に
數
人
が
集
ま
り
、
文
書
寫
真
を
前
に
し
て
論
議

が
續
い
た
。türki  

の
讀
み
に
疑
問
が
だ
さ
れ
、
ツ
ィ
ー
メ
は tu¬it

（S
kt.

tußita, 

兜
率
天
） 

と
讀
め
る
と
い
い
、
ト
ゥ
グ
ー
シ
ェ
ヴ
ァ
は
承
知
せ
ず
、
タ

ラ
ト
・
テ
キ
ン
で
あ
っ
た
か
、
こ
う
い
う
議
論
が
で
き
る
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
意
味
が
あ
る
と
、
女
史
を
落
ち
着
か
せ
た
り
し
た
。
オ
ル
メ
ズ
（M

.

Ö
lm

ez, A
nkara

）
は
、
玄
奘
傳
の
ト
ル
コ
語
譯
と
原
典
と
の
差
異
に
着
目
し

て
、
「
ウ
イ
グ
ル
人
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
漢
語
の
知
識
に
つ
い
て
」
、
結
果

的
に
ト
ゥ
グ
ー
シ
ェ
ヴ
ァ
・
テ
キ
ス
ト
（
一
九
九
一
）
の
い
く
つ
か
の
誤
讀
を

正
す
も
の
と
な
っ
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
（J. H
am
ilton, Paris

）
の
「
古
ト
ル
コ

語
敦
煌
寫
本
の
年
代
に
つ
い
て
」
は
、
先
年
公
表
し
た
『
九
、
十 
世
紀
の
敦

煌
寫
本
』
の
な
か
に
十
一
世
紀
以
後
元
朝
時
代
に
現
れ
る
語
彙
が
あ
る
と
い
う

批
評
に
對
し
て
反
論
す
る
。
レ
ー
ル
ボ
ル
ン
の
「
ウ
イ
グ
ル
語
の
な
か
の
漢
語

二
字
熟
語
」
は
、
漢
字
原
語
を
當
て
る
試
み
で
あ
り
、
ク
ラ
ー
ク

（L
.V
.C
lark, B

loom
ington

）
は
「
初
期
ト
ル
コ
系
言
語
と
サ
リ
グ
・
ウ
イ

グ
ル
の
す
う
數
の
か
ぞ
え
方
」
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
タ
ラ

ト
・
テ
キ
ン
（T

. T
ekin, A

nkara

）
の
「
古
ト
ル
コ
語
の
與
格
位
格
接
尾
辭

{+
A
} 

」
は
常
套
句
に
み
え
る
上
記
接
尾
辭
を
分
析
し
、
エ
ル
ダ
ル
（M

.

Erdal, Frankfurt

）
は
「
古
代
ト
ル
コ
語
の
母
音
組
織
に
つ
い
て
」
述
べ
た
。

庄
垣
内
發
表
の
「
ウ
イ
グ
ル
文
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
實
義
疏
の
内
容
構
成
に
つ
い

て
」
は
、
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
三
四
（
一
九
九
一
）
の
論
文
か
ら
さ
ら
に
包

括
的
枠
組
を
示
し
、
ま
た
シ
ャ
ル
リ
ッ
プ
（W

.Scharlipp, N
ikosia

）
の
「
ウ

イ
グ
ル
・
ラ
マ
教
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
」
、
セ
ル
ト
カ
ヤ
（O

. F. Sertkaya,

Istanbul

）
の
「
第
二
次
大
戦
で
消
失
・
破
損
し
た
ウ
イ
グ
ル
文
書
の
歴
史
と

星
の
名
の
み
え
る
ウ
イ
グ
ル
斷
片
」
（
ミ
ュ
ラ
ー
が
音
譯
と
ド
イ
ツ
語
譯
を
殘

し
た
テ
キ
ス
ト
、T II Toyoq x 2 

）
が
あ
っ
た
。

　
マ
ニ
教
に
關
し
て
エ
ー
ベ
ル
ト
（J.E

bert, W
ürzburg

）
の
「
マ
ニ
教
美
術

の
本
質
的
特
徴
」
は
壁
畫
・
挿
し
繪
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
圖
像
的
特
色
を
述

べ
、
グ
ラ
ー
チ
（Z

s.G
ulácsi, B

loom
ington

）
は
「
ウ
イ
グ
ル
・
マ
ニ
教
細

密
畫
」
の
地
域
性
に
つ
い
て
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
ラ
グ
の
圖
柄
に
マ
ニ
教
時
代
の

傳
統
が
限
定
的
ロ
ー
カ
ル
文
化
と
し
て
殘
る
こ
と
を
示
し
た
。
ベ
ド
ゥ
ー
ン

（J.D
. B
eD
uhn, B

loom
ington

）
の
「
マ
ニ
教
徒
の
聖
食
」
は
一
般
信
者

（
聽
者
）
の
布
施
に
よ
り
、
そ
れ
を
僧
侶
が
食
べ
る
こ
と
は
、
そ
の
中
に
存
在

す
る
光
の
要
素
を
淨
化
（
濾
過
）
し
て
光
の
國
に
送
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

食
後
に
唱
わ
れ
た
贊
歌
、
「
十
二
大
王
」
は
、
施
食
が 

十
二
の
徳
目
に
變
え

ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。

　
そ
の
他
、
ニ
ョ
リ
（G

h. G
noli, R

om

）
は
「
ソ
グ
ド
語
説
話
の
な
か
の
ヘ

ル
メ
ス
神
と
し
て
のFarn

（ < Soghd. prn / frn

）
」
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
メ

シ
ュ
チ
ェ
ル
ス
カ
ヤ
（E

. M
e∑çerskaja

）
は
「
ク
ロ
ト
コ
フ
収
集
品
の
シ
リ

ア
語
諸
斷
片
」
、
及
び
ヴ
ォ
ロ
ブ
ョ
ヴ
ァ
（M

.V
orob ’eva-D

esjatovskaja

）

三
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は
マ
ロ
ー
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
現
状
を
述
べ
た
。
そ
し
て
シ
チ
ェ
ル

バ
ク
（A

. M
. „çerbak

）
が
寫
本
の
保
存
状
態
が
ほ
ん
と
に
よ
く
な
い
こ
と
を

訴
え
た
。
ト
ゥ
リ
ヤ
ル
ス
キ
ー
（E.Tryjarski, W

arschau

）
は
原
ブ
ル
ガ
ル

語
碑
文
の
新
解
釋
に
つ
い
て
、
ク
リ
ヤ
シ
ュ
ト
ル
ヌ
イ
（S

. G
. K

lja∑tornyj,

St. Petersburg
）
は
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
突
厥
諸
碑
文
を
現
地
寫
真
の
ス
ラ
イ
ド
を

使
い
紹
介
し
た
。
フ
ラ
ン
ケ
（H

. F
ranke, M

ünchen

）
は K

arunadaz 

（
迦

魯
納
答
思
、
元
史
一
三
四
）
、
そ
し
て
タ
ウ
ベ
女
史
（E.Taube, Leipzig

）
は

「
ア
ル
タ
イ
の
ト
ゥ
ヴ
ァ
の
民
に
お
け
る
死
に
つ
い
て
」
の
報
告
で
あ
っ
た
。

以
上
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
各
報
告
は
、
各
人
が
論
文
に
仕
立
て
、
今
年
中
に
プ

ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
ズ
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
組
が
多
く
出
席
し
た
の
が
目
立
っ
た
。
三
日
目
、
夕
刻
にB

B
A
W
 

の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
「
カ
ジ
ノ
」
と
表
札
の
あ
る
會
議
場
の
隣
室
に
五
、

六
十
人
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
大
會
は
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
に
お
け
る
東
西
ド
イ
ツ

統
一
を
内
外
に
印
象
づ
け
、
東
西
は
一
つ
の
、
ガ
バ
イ
ン
女
史
の
思
い
が
こ
こ

に
實
を
結
ん
だ
と
感
じ
た
。

　
最
終
日
に
、
郊
外
に
あ
る
ガ
バ
イ
ン
の
墓
參
と
イ
ン
ド
美
術
館
の
見
學
が
豫

定
さ
れ
た
。
松
林
の
中
に
教
會
と
墓
地
公
園
が
静
か
に
た
た
ず
む
。
松
の
大
木

が
寄
り
添
う
よ
う
に
ガ
バ
イ
ン
の
兩
親
と
と
も
に
眠
る
墓
碑
が
あ
っ
た
。

ツ
ィ
ー
メ
が
黄
白
の
花
束
を
添
え
、
ズ
ン
ダ
ー
マ
ン
が
墓
參
の
言
葉
を
述
べ

て
、
し
ば
し
黙
想
し
た
。
ダ
ー
レ
ム
美
術
館
に
近
づ
く
こ
ろ
雨
が
降
り
だ
し
て

い
た
。

　
な
お
私
は
、
こ
の
機
會
に
テ
ー
マ
の
ウ
イ
グ
ル
文
觀
音
經
斷
片
に
關
連
す
る

寫
本
を
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
所
で
調
査
し
て
お
き
た
い
と
考
え
、
一
週
間
早
め

の
、
十
二
月
一
日
に
出
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
出
發
の
直
前
（
十
一
月
二

八
日
）
に
ベ
ル
リ
ン
よ
り
書
簡
が
届
い
た
。
到
着
早
々
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
學
の

ト
ル
コ
學
研
究
所
（Prof. D

r. B
arbara K

ellner-H
einkele

）
で
の
講
演
依
頼

で
あ
る
。
實
際
に
は
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
急
遽
設
定
さ
れ
た
講
演
シ
リ
ー

ズ
で
あ
っ
て
、
國
外
參
加
者
の
滞
在
費
補
助
の
た
め
に
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
學
か

ら
財
政
支
援
を
引
き
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
か
ら
始
ま
り
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

の
シ
チ
ェ
ル
バ
ク
（Prof. D

r. A
. M
. „çerbak

）
、
ア
ン
カ
ラ
（
ハ
ジ
ェ
ッ
テ

ペ
大
學
）
の
オ
ル
メ
ズ
（D

r. M
ehm
et Ö

lm
ez

）
、
カ
ザ
ン
大
學
の
マ
フ
ム
ト

ヴ
ァ
女
史
（D

oz. D
r. A
lta M

akhm
utova

）
そ
し
て
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
（
ウ
ズ

ベ
ク
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
）
の
サ
リ
ム
サ
コ
フ
（P

ro
f. 
D
r. 
B
ah
ad
ir

Sarim
sakov

）
ほ
か
の
順
序
で
各
一
時
間
あ
て
行
わ
れ
た
。
マ
フ
ム
ト
ヴ
ァ
以

下
は
各
國
語
（
ト
ル
コ
語
）
の
講
演
で
通
譯
は
な
か
っ
た
。
二
十
名
前
後
の
學

生
の
ほ
か
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
所
の
ト
ル
コ
語
關
係
ス
タ
ッ
フ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

ス
タ
コ
ウ
ス
キ
ー
（D

r. M
arek Stachow

ski, 

ヤ
ク
ー
ト
・
ド
ル
ガ
ン
言
語

學
）
な
ど
が
聽
講
し
た
。
ト
タ
リ
ス
タ
ン
の
マ
フ
ム
ト
ヴ
ァ
女
史
の
タ
タ
ル
語

講
演
は
き
れ
い
な
言
葉
づ
か
い
で
す
ば
ら
し
く
聞
こ
え
た
。
第
一
音
節
の a 

を

o 

の
よ
う
に
發
音
す
る
が
、
書
き
言
葉
は T

ataristan 

で
あ
る
。ba∑ka 

は
ボ

シ
ュ
カ
と
聞
こ
え
る
の
に
、
常
套
的
な
ア
ラ
ビ
ア
・
ペ
ル
シ
ア
借
用
語
は
ト
ル

コ
共
和
國
ト
ル
コ
語
と
ま
っ
た
く
同
じ
發
音
で
あ
る
の
が
興
味
深
か
っ
た
。
し

か
し
講
演
「
コ
ザ
ン
・
ト
タ
ル
（K

azan Tatar

）
國
の
歴
史
に
つ
い
て
」
の
私

の
理
解
度
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
ケ
ル
ナ
ー
教
授
の
ト
ル
コ
學
研
究
所
は
ダ
ー

レ
ム
地
区
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
、
二
階
建
半
の
通
常
の
住
宅
に
研
究
所
の

小
さ
な
表
札
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
玄
關
は
少
し
階
段
を
あ
が
り
、
直
接
二
階

四
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に
通
じ
、
左
に
教
室
の
入
り
口
と
右
に
研
究
室
兼
用
の
居
間
、
そ
の
階
下
の
一

室
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ
る
。
ト
ル
コ
人
ら
し
い
學
生
も
か
な
り
い
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
、
私
た
ち
の
案
内
役
を
し
て
く
れ
た
フ
ン
ボ
ル
ト
大
學
の
學
生
、

カ
ユ
（K

erem
 K

ayı
）
は
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
生
ま
れ
の
ト
ル
コ
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
様
に
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
學
の
イ
ラ
ン
學
主
催
の
講
演
會
も
あ
っ
た
が
、

私
は
參
加
し
な
か
っ
た
。

　
最
初
に
ウ
ン
タ
ー
デ
ン
リ
ン
デ
ン
通
り
の
研
究
所
を
訪
れ
た
の
は
、
一
九
六

七
年
の
こ
と
で
、
今
か
ら
二
十
八
年
前
に
な
る
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
學
留
學
の

歸
途
、
藤
枝
晃
先
生
と
故
山
田
信
夫
教
授
の
お
か
げ
で
、
當
時
こ
こ
に
お
ら
れ

た
ハ
ザ
イ
さ
ん
に
會
い
、
ウ
イ
グ
ル
文
八
陽
經
寫
本
の
閲
覧
の
た
め
に
世
話
を

し
て
く
れ
た
の
が
ツ
ィ
ー
メ
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
二
度
（1979, 1981

）
訪

れ
る
機
會
を
得
た
の
は
、
龍
谷
大
學
佛
教
學
研
究
所
と
の
間
に
交
流
が
開
け
た

こ
と
も
間
接
的
に
幸
い
し
た
が
、
彼
の
お
か
げ
で
あ
る
。
研
究
所
内
の
通
路
の

壁
に
、
舊“O

rientalische K
om

m
ission” 

の
表
示
と
矢
印 
が
殘
り
、
外
見
は

當
時
と
あ
ま
り
變
わ
っ
て
い
な
い
が
、
い
ま
は
な
ご
や
か
な
雰
圍
氣
が
み
な
ぎ

る
。
こ
の
研
究
所
の
所
屬
す
る
國
立
圖
書
館
の
隣
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
大
學
、
ノ

イ
エ
・
ヴ
ァ
ッ
ヘ
（
新
衞
兵
所
）
、
歴
史
博
物
館
、
そ
し
て
シ
ュ
プ
レ
ー
川
を

渡
る
と
、
そ
こ
は
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
廣
場
で
あ
る
が
、
ノ
エ
ル
・
バ

ザ
ー
ル
が
立
ち
並
び
遊
園
地
と
な
っ
て
賑
わ
っ
て
い
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ

門
の
脇
に
あ
る
ウ
ン
タ
ー
デ
ン
リ
ン
デ
ン
・
Ｓ
バ
ー
ン
驛
は
三
十
年
ぶ
り
に
閉

鎖
が
解
け
再
開
さ
れ
て
い
る
。
夕
刻
に
な
る
と
ク
リ
ス
マ
ス
を
ひ
か
え
て
あ
ち

こ
ち
で
教
會
音
樂
會
が
催
さ
れ
て
い
た
。
一
方
各
所
の
路
上
に
建
築
現
場
の
二

段
組
ユ
ニ
ッ
ト
（
い
わ
ゆ
る
飯
場
）
が
連
な
り
ク
レ
ー
ン
が
林
立
し
、
夜
明
け

前
か
ら
工
事
の
音
が
聞
こ
え
、
舊
東
側
は
復
興
・
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
の
感
が
あ

る
。
東
西
の
壁
の
も
と
一
九
八
〇
年
代
か
ら
交
流
の
曙
光
が
み
え
た
け
れ
ど

も
、
こ
の
間
ツ
ィ
ー
メ
氏
ら
は
ト
ル
フ
ァ
ン
文
獻
の
解
明
一
筋
に
努
力
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
成
果
が
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
に
導
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
、
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
ト
ル
フ
ァ
ン
収
集
品
は
、
第
二
次
大
戦
で
疎
開
し
た

も
の
も
、
再
び
ベ
ル
リ
ン
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
純
粋
に
漢
文
關
係
の
も
の
と

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
諸
斷
片
は
舊
西
側
の
ベ
ル
リ
ン
國
立
圖
書
館
プ
ロ
イ
セ
ン

文
化
財
団
（
ポ
ツ
ダ
マ
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
）
に
置
か
れ
る
一
方
、
一
部
漢
文

を
含
む
そ
の
他
の
言
語
文
獻
は
、
も
と
の
ウ
ン
タ
ー
デ
ン
リ
ン
デ
ン
に
ま
と
め

ら
れ
つ
つ
あ
る
。
私
は
ウ
イ
グ
ル
文
觀
音
經
寫
本
を
、
マ
イ
ン
ツ
番
号
を
含
め

て
、
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
所
内
で
閲
覧
し
た
。
も
っ
と
も
閲
覧
・
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
手
續
き
は
ポ
ツ
ダ
マ
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
の
管
理
下
に
あ
る
が
、
ツ
ィ
ー

メ
の
配
慮
の
お
か
げ
で
研
究
所
内
で
書
類
に
サ
イ
ン
す
る
の
み
で
す
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
歸
途
、
ト
ゥ
グ
ー
シ
ェ
ヴ
ァ
女
史
の
厚
意
に
よ
り
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
の
東
洋
學
研
究
所
で
長
年
念
願
し
て
い
た
寫
本
を
閲
覧
で
き
た
こ
と
も
幸
運

で
あ
っ
た
。
な
お
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
西
脇
常
記
、
吉
田
豊
及
び
梅
村
坦
の

各
氏
か
ら
助
言
・
配
慮
を
賜
り
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。
ま
た
ト
ル
フ
ァ
ン

収
集
品
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
西
脇
常
記「
ド
イ
ツ
の
ト
ル
フ
ァ
ン
コ
レ
ク

シ
ョ
ン（
ベ
ル
リ
ン
國
立
圖
書
館
所
蔵
の
漢
語
文
書
）」（
月
刊
百
科
３
・
５
、no.

398, no. 391

、　
平
凡
社
　
一
九
九
五
）に
詳
し
い
こ
と
を
申
し
添
え
た
い
。

　
最
後
に
會
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
學
講
演
シ
リ
ー
ズ
の
そ
れ

を
掲
載
し
便
宜
と
す
る
。

五
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B
erlin-B

randenburgische A
kadem

ie der W
issenschaften (B

B
A

W
) ,

A
kadem

ievorhaben T
urfanforschung

“A
nnem

arie von G
abain und die T

urfanforschung”, B
erlin, 9.-12. 12.

1994,  P
len

arsaal der B
erlin

-B
ran

den
burgischen

 A
kadem

ie der

W
issenschaften, Jägerstr.22-23, 10117 B

erlin.

Tagungsprogram
m

F
reitag, d. 9. 12. 1994

9.00
E

röffnung der T
agung. V

izepräsident der B
B

A
W

, M
.

B
ierw

isch. V
orsitzender der K

om
m

ission, K
.-V

. Selge.

T
agungsleiter, W

. Sunderm
ann.

V
orsitz: J. H

am
ilton

9.30
P. Z

iem
e: A

nnem
arie von G

abain und die

T
urfanforschung.

10.00
G

. H
azai: A

. v. G
abain und die türkische

Sprachw
issenschaft.

10.30
 P

ause

11.00
A

. v. T
ongerloo: From

 G
erm

anistics to O
riental Studies:

W
illi B

ang K
aup in

L
euven.

11.30
G

h. G
noli: Farn als H

erm
es in einer soghdischen

E
rzählung.

12.00-14.00
M

ittagspause

V
orsitz: H

. B
echert

14.00
D

. M
aue: Z

u den uigurische und iranische B
ráhm

í-

M
anuskripte.

14.30
J.-U

. H
artm

ann: D
ie indisch-türkische B

ilingue T
T

 V
III

G
.

15.00
P

ause

15.30
K

. W
ille: D

ie H
oernle-Fragm

ente in der T
urfan-

Sam
m

lung.

16.00
K

. T
. Schm

idt: E
in V

ergleich der tocharischen

M
aitreyasam

itiná†aka m
it der uigurischen M

aitrisim
it.

16.30
M

. V
orob’eva D

esjatovskaja: T
he N

ew
 M

aterials in the

S. E
. M

alov C
ollection.

17.00
P

ause

17.30
J. E

bert: W
esensm

erkm
ale m

anichäischer K
unst.

18.00
Z

s. G
ulácsi: L

ocal M
aterial C

ulture in U
yghur

M
anichaean M

iniatures.

19:00
A

bendrunde in den R
äum

en der T
urfanforschung:

P
ersönliche E

rinnerungen an A
nnem

arie v. G
abain.

Sam
stag, d. 10. 12. 1994

V
orsitz: D

. N
. M

acK
enzie

9.00
K

. R
öhrborn: C

hinesische B
inom

ina im
 U

igurischen.

六
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9.30
L

. V
. C

lark: T
he E

arly T
urkic and Sarig Y

ugur C
ounting

System
.

10.00
P

ause

10.30
S. T

ezcan: N
eue Interpretationen des alttürkischen

W
ahrsagebuches.

11.00
T

. T
ekin: O

n the O
ld T

urkic D
aitive-L

ocative Suffix

{+
A

}.

11.30
M

. Ö
lm

ez: Ü
ber die Sanskrit- und C

hinesisch-

K
enntnisse der U

iguren.

12.00-14.00
M

ittagspause

V
orsitz: L

. Johanson

14.00
J. H

am
ilton: T

he D
ating of the O

ld T
urkish T

unhuang

M
anuscripts.

14.30
J. P. L

aut: D
ie H

am
i-H

andschrift der uigurischen

D
aœakarm

apathávadána-m
álá.

15.00
P

ause

15.30
H

. U
m

em
ura: Som

e U
yghur Inscriptions in the R

uined

B
uddhist T

em
ple of

B
eshbaliq.

16.00
M

. E
rdal: Z

um
 alttürkischen V

okalism
us.

16.30
L

. Ju. T
ugu∑eva: D

ie türkischen T
exte der Petersburger

Sam
m

lung.

V
orsitz: M

. E
rdal

17.00
P

ause

17.30
J. O

da: A
 Fragm

ent of the U
ighur A

valokiteœvara-Sútra

w
ith N

otes.

18.00
E

. T
ryjarski: K

ritische B
em

erkungen über neuen

V
ersuche der E

ntzifferung der protobulgarischen

Inschriften.

18.30
S. G

. K
lja∑tornyj: N

ew
 R

esearches on the O
ld T

urkic

R
unic Inscriptions of M

ongolia.

Sonntag, d. 11. 12. 1994

V
orsitz: E

. T
ryjarski

9.30
E

. T
aube: Sterben und T

od bei den T
uw

inern im
 A

ltai.

10:00
R

. E
m

m
erick: A

 K
hotanese M

onastic A
ccount B

ook.

10.30
P

ause

11.00
E

. M
e∑çerskaja: Syrian Fragm

ents of the N
. N

. K
rotkov

C
ollection from

 T
urfan.

11.30
H

. Franke: D
ata from

 C
hinese Sources on K

arunadaz

and his Fam
ily.

12.00-14.00
M

ittagspause

14.00
B

esuch des M
useum

s für V
erkehr und T

echnik

(Stadtplan N
r. 114): Typen für D

ich und
 m

ich. E
ine

A
usstellung zu G

eschichte und W
irkung unserer Schrift.

七
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18.00
E

m
pfang durch die B

B
A

W
.

M
ontag, d. 12. 12. 1994

9.30
B

esuch des G
rabes von A

nnem
arie v. G

abain.

10.00-12.00
B

esuch der Studiosam
m

lung im
 M

useum
 für Indische

K
unst (L

eitung: L
. Sander).

12.00-14.00
M

ittagspause

V
orsitz: H

. Franke

14.00
M

. Shógaito: O
n the C

ontents of the U
ighur V

ersion of

the A
bhidharm

akoœabháßya†íká T
attvárthá.

14.30
W

. Scharlipp: Z
u den uigurisch-lam

aistischen T
exten.

15.00
O

. Sertkaya: D
ie G

eschichte der im
 zw

eiten W
eltkrieg

verlorengegangenen und zerstörten uigurischen T
exte

und das uigurische B
ruchstück m

it Sternennam
en.

15.30
P

ause

16.00
N

. Sim
s-W

illiam
s: T

he Sogdian T
exts in B

ráhm
í Script.

16 30
M

. M
aggi. T

he Prolegom
ena to an E

dition of the

K
hotanese Sudanávadána.

17.00
J. D

. B
eD

uhn: T
he M

anichaen Sacred M
eal.

17.30
A

bschlu‰sitzung: W
. Sunderm

ann.

F
re

ie
 

U
n

iv
e

rsitä
t 

B
e

rlin
, 

F
a

c
h

b
e

re
ic

h
 

P
h

ilo
so

p
h

ie
 

u
n

d

S
ozialw

issenschaften II, Institut für T
urkologie (P

rof. D
r. B

arbara

K
elln

er-H
ein

kele), P
odbielskiallee 58, E

rdgescho‰, 14195 B
erlin

-

D
ahlem

.

T
urkologisches Sym

posium

E
inladung:

D
ienstag, d. 6. 12. 1994

16.00
Juten O

da : The Q
uestion of tutung in U

ighur—
W

as this

honorific title given to a B
uddhist m

onk or priesthood

only?

M
ittw

och, d. 7. 12. 1994

12.00
A

leksandr M
. „çerbak : A

nalogy in the Turkic

Languages.

13.00
M

ehm
et Ö

lm
ez : D

il devrim
i sonrasında ki∑i adları

kayna√ı olarak E
ski Türkçe.

14.00
A

lta M
akhm

utova : W
er sind die Tataren?

D
ie G

eschichte der Tataren aus der Sicht der heutigen

H
istoriographie (in tatarischer Sprache).

D
onnerstag, d. 8. 12. 1994

16.30
B

ahadir Sarim
sakov : D

ie Stellung der naq∑bandijja in

der uzbekischen Literatur (in uzbekischer Sprache).

八
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17.15
B

ahadir Sarim
sakov : G

laubensvorstellungen bei den

U
zbeken (A

berglaube u.ä).

18.00
A

sliddin N
izam

ov (T
adschikische A

kadem
ie der

W
issenschaften, D

uschanbe) und  A
ngelika

Jung (H
um

boldt-U
niversität zu B

erlin) : B
egegnung m

it

uzbekischer und tadchikischer M
usik (m

it

M
usikbeispielen).

Freie U
niverstät B

erlin, Institut für Iranistik, R
eichensteiner W

eg 12-14,

14195 B
erlin (Prof. D

r. W
erner Sunderm

ann, Prof. D
r. M

aria M
acuch).

D
onnerstag, d. 8. 12. 1994

10:00
G

herardo G
noli (U

niversität R
om

) : E
rw

ägungen zur

E
tym

ologie des W
ortes "F

arn".

M
ontag, d. 12. 12. 1994

19:00
N

icholas Sim
s-W

illiam
s (U

niversität L
ondon) : Letter

F
orm

ulas and O
m

en Texts betw
een M

esopotam
ia and

C
hina (A

kadem
ie der W

issenschaften, U
nter den L

in

den 8).

東
　
方
　
學
　
第
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十
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